
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。

No.297

2005  September9月号

２学期がはじまり、３年生の子供達は教室で 

元気に学級委員を選んでいました。 

２学期がはじまり、３年生の子供達は教室で 

元気に学級委員を選んでいました。 



平成17年９月１日（２）

こ
の
た
び
の
道
志
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、

村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
ご
支
援
を

賜
り
初
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
将
来
に
夢
を

持
て
る
よ
う
な
道
志
村
に
し
て
い
く
よ
う
に
専
心

努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
い
ま
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
く
私
た
ち
は

大
き
な
時
代
の
変
わ
り
目
に
生
き
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
、

経
済
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
問
題
、
ま
た

国
内
で
は
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
縮
小

型
社
会
へ
の
移
行
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
道
志
村
が
自
律
し
生
き
て

い
く
に
は
非
常
に
厳
し
い
行
政
運
営
を
迫
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
村

民
の
皆
様
と
共
通
の
認
識
と
し
、
そ
の
上
で
、
村

民
の
皆
様
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
道
志
村
の
福
祉

向
上
に
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
私
は
次
の
四
点
に
力
点
を
置
き

な
が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
の
推
進

二
、
公
平
公
正
で
偏
り
の
な
い
行
政
の
推
進

三
、
情
報
提
供
と
住
民
参
加
型
の
行
政
の
推
進

四
、
地
域
の
自
然
と
文
化
を
大
切
に
し
た
村
づ
く

り
の
推
進

行
政
運
営
に
つ
い
て
は
公
正
公
平
な
立
場
で
臨

む
こ
と
を
基
本
と
し
、
偏
り
の
な
い
民
主
的
で
住

民
参
加
型
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
行
政
が
も
つ
公
平
性
の
上
に
さ
ら
に
企

業
の
持
つ
経
営
感
覚
的
な
視
点
を
加
え
、
厳
し
い

財
政
の
中
ス
リ
ム
化
し
足
腰
を
強
化
し
て
い
き
、

さ
ら
に
、
ハ
ー
ド
事
業
偏
重
型
か
ら
ソ
フ
ト
事
業

を
多
用
し
知
恵
を
生
か
し
た
行
政
、
ま
た
、
切
り

詰
め
る
べ
き
も
の
は
切
り
詰
め
る
一
方
で
、
重
点

的
な
施
策
に
は
積
極
的
に
投
資
す
る
メ
リ
ハ
リ
の

利
い
た
財
政
運
用
が
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
声
を
村
政
に
反
映
す
る
た
め
、
特
殊
な

も
の
や
個
人
情
報
に
配
慮
を
し
つ
つ
情
報
を
共
有

し
、
物
事
に
対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
情
報
の

提
示
に
よ
り
問
題
の
提
起
や
立
案
、
実
施
や
評
価

と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
村
民
の
皆
様
が
参
加

で
き
、
声
が
反
映
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
今
後
予
想
さ
れ
る
財
政
の
圧
迫
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
中
、

行
政
に
任
す
部
分
と
住
民
自
ら
が
で
き
る
も
の
は

行
っ
て
い
く
と
い
う
役
割
分
担
が
必
要
で
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

住
民
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
気
持
を
持
っ
て
地
域
を
活
力
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
私
は
、
道
志
村
の
個
々
の
施
策
の
核
と
な

る
部
分
は
、
道
志
村
の
九
割
を
超
え
る
山
林
と
そ

こ
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
道
志
川
を
は
じ
め
と
す
る
豊

か
な
自
然
と
長
い
伝
統
に
培
わ
れ
て
き
た
多
様
な

文
化
を
守
り
、
都
市
と
連
携
し
み
ん
な
で
支
え
あ

う
よ
う
な
持
続
可
能
型
の
社
会
で
あ
る
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
情
報
社
会
型
の
産

業
、
環
境
配
慮
型
の
公
共
事
業
、
新
し
い
付
加
価

値
を
つ
け
た
農
林
業
、
地
域
を
愛
し
自
然
を
大
事

に
す
る
教
育
、
生
き
が
い
を
持
て
る
福
祉
等
村
民

の
皆
様
が
夢
を
持
て
る
よ
う
に
一
歩
一
歩
少
し
ず

つ
前
進
す
る
よ
う
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村
長
就
任
挨
拶

大
田
　
昌
博



結 核 予 防 週 間

（３）

平
成
十
七
年
七
月
十
九
日
任
期
満
了
に

よ
り
、
新
し
い
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
が
決

定
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
の
皆
さ
ん

は
、
農
業
従
事
者
の
中
か
ら
選
挙
さ
れ
た

委
員
と
、
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員
と
で
構

成
さ
れ
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売
買
の

許
認
可
、優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
、

地
域
農
業
の
振
興
な
ど
の
重
要
な
役
割
を

担
い
ま
す
。

新
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

選
挙
に
よ
る
委
員
　
　
佐
藤
　
　
隆

（
月
夜
野
・
大
野
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
佐
藤
　
昭
雄

（
久
保
・
大
室
指
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
佐
藤
　
大
仁

（
大
栗
・
馬
場
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
山
本
　
義
信

（
東
和
出
・
竹
之
本
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
松
岡
　
住
雄

（
西
和
出
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
佐
藤
　
秀
孝

（
川
原
畑
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
佐
藤
　
一
彦

（
大
指
・
釜
之
前
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
白
井
　
勝
光

（
東
神
地
・
中
神
地
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
山
口
　
勝
也

（
下
中
山
・
上
中
山
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
池
谷
　
徳
昭

（
下
善
の
木
・
上
善
の
木
地
区

担
当
）

同
　
　
　
　
　
長
田
　
正
雄

（
川
村
・
板
橋
地
区
担
当
）

農
業
委
員
会
の
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

七
月
二
十
七
日
の
教
育
委
員
会
の
会
議

に
お
い
て
、
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の

構
成
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
八
月
一
日
就
任

委
　
員
　
長
　
　
　
新
津
　
隆
平

職
務
代
理
者
　
　
　
中
野
　
恭
志
　

委
　
　
　
員
　
　
　
池
谷
　
銀
重
　
　

委
　
　
　
員
　
　
　
佐
藤
　
　
睦
　
　

教
　
育
　
長
　
　
　
大
輪
　
知
樹

教
育
委
員
会
の
委
員
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た

9月24日から9月30日までの１週間は、結核予防週間です。

結核は、過去の病気ではありません。平成9年には、これまで減少していた新規発生結核患者

数が38年ぶりに、罹患率が43年ぶりに増加に転じ、国は平成11年7月26日に「結核緊急事態」

を宣言しました。現在は減少傾向にありますが、再び結核が再興感染症として猛威を振るうこと

が懸念されています。

結核の主な症状は、風邪の症状と似ています。咳が2週間以上続くときは、結核を疑って必ず

医師の診療を受けましょう。又、結核検診を毎年必ず受け、早期発見に努めましょう。

◇問い合わせ先 県健康増進課　TEL 055-223-1494 FAX 055-233-1499

同
　
　
　
　
　
池
谷
　
好
親

（
下
白
井
平
・
上
白
井
平
・
長
又

地
区
担
当
）

議
会
推
薦
に
よ
る
委
員
　
佐
藤
　
茂
行

（
椿
・
小
善
地
地
区
担
当
）

同
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
光

（
谷
相
地
区
担
当
）

八
月
八
日
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
新

役
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

会
　
　
長
　
　
白
井
　
勝
光

職
務
代
理
　
　
池
谷
　
徳
昭



平成17年９月１日（４）

近年、食生活の欧米化などにより、乳がん、子宮がんが増えています。しかし、早期に発見

することで、100％治るともいわれます。必ず年一回の定期検診を受診しましょう。

実　施　日

9 月6 日(火）

受 付 時 間

午前 8:00～11:00

午前 8:00～11:00

午前 8:00～11:00

午前 8:00～11:00

午前 8:00～11:00

検 査 の種類

基 本 健 診

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

肝がん (超音波エコー) 検診

前 立 腺 が ん 検 診

検査料

8,700

3,700

1,680

2,940

1,575

村負担

7,700

3,200

1,180

2,440

1,075

自己負担

1,000

500

500

500

500

健診でわかる病気

高血圧・心臓病, 肝臓病等の成人病

胃, 十二指腸潰瘍, ポリープ, 炎症, がん等

小・大腸炎症、がん等

胆のう, 肝臓, 膵臓等の異常

前立腺肥大, 前立腺がん

検　査　項　目

基 本 健 診

胃 が ん 検 診

腹 部 エ コ ー 検 診

大 腸 が ん 検 診

前 立 腺 が ん 検 診

場　　　　所

唐 沢 体 育 館

〃

〃

〃

〃

事前に渡された容器に２日間採便して、必ず問診票と一緒に6日の

午前11時00分までに唐沢体育館へ届けてください。

がん検診を受診される方は朝食をとらないでください。

自分の健康は自分で守る　健康なときこそ健診を受けましょう。

基本健診・がん検診を受けましょう

乳がん・子宮がん検診を行います！

実施日

9月12日(月)

9月30日(金)

場　　所

ほろほろ (和出村）

山 光 荘 (白井平）

時　 間

受付・午後1時30分～2時

診察・午後2時～

※大 腸 が ん 検 診

※基 本 健 診

※乳がんは視触診＋超音波、視触診＋マンモグラフィを医師と相談して決めます。また、

超音波、マンモグラフィは施設検診ではできません。ぜひこの機会に村内検診を受診

してください。

検 査 料 金

注意事項

当日、受診できない方は施設検診 (視触診のみ) をお受けください。役場で施設検診用受診票

を受け取り各自、指定の医療機関で受診してください。尚、自己負担金は500円です。

対　象

乳がん検診　30歳以上の女性

子宮がん検診 20歳以上の女性

費　用

乳がん・子宮がん　各50 0円



（５）

日
本
脳
炎
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
の

う
ち
有
効
性
が
低
い
と
評
価
さ
れ
る
第
三

期
予
防
接
種
（
十
四
歳
以
上
十
六
歳
未
満

の
者
）
を
廃
止
し
ま
す
。

ご
質
問
、
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た

ら
・
・
・
役
場
　
住
民
健
康
課
ま
で

ヨ
ガ
と
は
？

体
の
ゆ
が
み
を
正
し
い
呼
吸
法
と
共
に

改
善
し
心
と
体
を
健
康
的
に
保
ち
ま
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
を
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
世
界
的
に
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
の
中
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
な
が
ら
ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。年

齢
、
性
別
を
問
わ
ず
募
集
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
予
定

平
成
十
七
年
十
月
か
ら
　
毎
週
月
曜
日

時
　
　
間

午
後
七
時
か
ら

実
施
場
所

唐
沢
体
育
館

自
己
負
担
金

一
回
五
〇
〇
円

申
込
期
限
日

九
月
十
六
日
ま
で

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
み
は
　
道
志
村
役
場

住
民
健
康
課
　
健
康
福
祉
係

山
口
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

五
二)

二
一
一
三
　
内
線
一
二
〇

日
本
脳
炎
〈
第
三
期
〉

予
防
接
種
の
廃
止
に
つ
い
て

ヨ
ガ
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

結核・肺がん検診
年1回の検診ですので　もれなく受けましょう！！

《胸部レントゲン検診》 9月26日、27日の2日間、別表の時間と場所で行います。

※基本健診の際肺がん検診を受けた方は受けなくて結構です。

《喀たん検診》喀たんの検診の対象者は、喫煙指数400以上の人に限らせていただきます。

喫煙指数＝1日に吸うタバコの本数×吸っている年数

例）1日タバコ20本以上20年間吸っている人

喀たん検診では、料金500円の自己負担を頂きますのでご了承下さい。

※喀たんは3日間容器に取り9月26日午後5時までに役場へ届けてください。

結核という病気は、いまだに多くの患者の発症・死亡者をだしています。結核は人に感染

する病気で、本人だけでなく家族や周囲の人に感染します。近年、病院・事業所・地域等で

集団感染をおこしている事例も少なくありません。又、高齢者の患者が増えていることと、

抗生物質のきかない結核菌が発生している等の特徴があります。

必ず検診を受けましょう
当日　保健師による血圧測定も行います。

健康診断・健康相談に関するお問い合わせは

道志村役場　住民健康課まで　TEL 52-2113 山口・宮川

かぜと思っても油断は禁物です！！

こんな症状が２週間以上続いていませんか？
軽い咳やたん、食欲不振、微熱、寝汗、疲れがとれない
体重が減った　など
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平成17年９月１日（６）

長 又

白 井 平

板 橋

川村・善之木

下 善 之 木

上中山・下中山

中 神 地

中 神 地

東 神 地

東 神 地

西 和 出 村

釜 の 前

大 指

川 原 畑

谷 相

西 和 出 村

東 和 出 村

西 和 出 村

竹 之 本

田 代

馬 場

大 栗

小 善 地

椿

大 室 指

笹 久 根

久 保

野 原

大　　　　渡

月　　夜　　野

池谷満元さん宅前

山光荘前

三光石油前

池谷直治さん宅前

杉本一志さん宅前

道の駅前

デイリー前

花水木前

北の勢堂前

横浜スポーツ広場

福祉センター

よろずや前

佐藤モータース前

宝屋商店前

佐藤重安さん宅前

新津商店前

朝日屋商店前

福祉センター

役場前

オム前

集いの家前

富士見荘前

椿入り口

椿荘前

佐藤秀男さん宅前

笹久根バス停前

久保公民館前

たんぽぽ前

大渡バス停前

つちやあと

月日 時　　　間 集　落　名 場　　　　所

９

月

26

日

（月）

９

月

27

日

（火）

午前　 9:30～10:00

10:00～10:30

10:30～10:45

10:45～11:15

11:15～11:30

11:30～12:00

12:00～12:15

12:15～12:30

午後　 1:30～1:45

1:45～2:00

2:00～2:30

2:30～3:00

3:00～3:15

3:15～3:40

3:40～4:10

午前　 9:00～9:30

9:30～9:50

9:50～10:20

10:20～11:00

11:00～11:30

11:30～11:50

午後 12:50～1:10

1:10～1:30

1:30～1:50

1:50～2:10

2:10～2:30

2:30～2:50

2:50～3:10

3:10～3:30

3:30～4:00

結核・肺がん検診実施場所



（７）

平成17年4月1日に児童福祉法の改正がありました。

従来、児童家庭科相談については児童相談所が対応することとされていましたが、

児童虐待相談、子育て相談等、緊急性のあるものが急増したために、市町村にその

窓口が移管されました。道志村では、虐待だけでなく児童、及び妊産婦等幅広い相

談に対応するために専用電話を設置しましたのでお気軽にご利用ください。

★
初
め
て
の
消
費
税
申
告
！

不
明
な
点
、
ご
心
配
な
点
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

大
月
税
務
署
で
は
、
平
成
十
七
年
分
・

十
八
年
分
か
ら
初
め
て
消
費
税
の
申
告
が

必
要
に
な
っ
た
方
を
対
象
と
し
て
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
会
日
程

◆
日
時
・
場
所

○
平
成
十
七
年
十
月
四
日
（火）
、

十
月
二
十
八
日
（
金
）

会
場

都
留
文
化
会
館

○
相
談
時
間

午
前
十
時
〜
午
前
十
二
時

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

○
相
談
内
容

・
消
費
税
全
般（
簡
易
課
税
制
度
な
ど
）

・
具
体
的
な
計
算
例

・
記
帳
に
つ
い
て

※
な
お
、
他
会
場
で
も
相
談
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
大
月
税

務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

大
月
税
務
署

個
人
課
税
一
部
門
　
指
導
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
四(
二
二)

三
一
五
三

財
団
法
人
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
・
高
速

道
路
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
促
進
協
議
会
・
高

速
道
路
保
全
技
術
開
発
競
技
会
で
は
、
障

害
者
の
方
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ご
利
用
の
促
進
を
目

的
と
し
て
先
着
十
五
万
人
の
方
へ
車
載
器

購
入
代
金
の
一
部
と
し
て
お
一
人
当
た
り

１
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

先
着
十
五
万
人
到
達
ま
で
、
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
団
法
人
道
路
サ

ー
ビ
ス
機
構
で
は
、
障
害
者
の
方
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
の
ご
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
引
続
き

平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
購
入
助

成
を
継
続
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
是
非
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
等
利
便
性
の
向
上
、

料
金
所
で
の
渋
滞
緩
和
、
沿
道
環
境
の
改

善
効
果
等
が
期
待
出
来
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
助
成
対
象
者
」
・
「
助
成
金

額
」
・
「
助
成
手
続
き
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、現
行
の
内
容
と
変
更
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
助
成
概
要
】

一.

申
込
み
期
限

平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
（水）

【
当
日
消
印
有
効
】

二.

助
成
対
象
者

障
害
者
割
引
制
度
の
適
用
を
受
け
る
方

（一）
障
害
者
本
人
運
転
の
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
全
て
の
身
体
障
害
者
の
方

（二）
介
護
者
運
転
の
場
合

重
度
の
身
体
障
害
者
又
は
重
度
の
知

的
障
害
者
の
方

※
既
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
お
持
ち
の
方

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
お
一
人
様
一
回
限
り
の
助
成

三.

助
成
金
額

一
〇
、
〇
〇
〇
円
／
人

四.

手
　
続

道
志
村
役
場
　
住
民
健
康
課
で
「
Ｅ
Ｔ

Ｃ
車
載
器
購
入
助
成
申
込
書
」
を
お
受

取
の
う
え
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
助
成
係

に
郵
送
下
さ
い
。

お
っ
て
、
「
郵
便
振
替
払
出
証
書
」
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
の
郵
便
局

で
助
成
金
一
〇
、
〇
〇
〇
円
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
ご
利
用
さ
れ
る
障
害
者
の
方
へ
の

助
成
継
続
に
つ
い
て

TEL 0554-52-1555です。 道志村役場　住民健康課　保健師　宮川まで

聞こえますか？　子どもからのSOS

児童虐待 通告義務をご存知ですか

大
月
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

改
正
消
費
税
の
個
別
相
談
会
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戸
籍
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

平
成
六
年
十
二
月
に
戸
籍
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

道
志
村
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
処
理
の
迅
速
化
と
正
確
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
（火）
（
改
製
日
十
月
八
日
）
か
ら
実
施
す
る
予
定

で
す
。

◆
お
問
合
せ

道
志
村
役
場
　
住
民
健
康
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

五
二)

二
一
一
三

戸
籍
の
改
製
に
つ
い
て

日
本
で
は
、
明
治
四
年
に
戸
籍
法
が
制

定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
何
回
か
の
法
改
正

を
経
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
法
改
正
に

よ
り
、
戸
籍
の
新
時
代
が
来
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

現
在
、
道
志
村
の
戸
籍
数
は
、
平
成
十

七
年
四
月
現
在
、
約
一
、
二
〇
〇
戸
籍
あ

り
、
こ
の
全
戸
籍
が
今
回
の
戸
籍
改
製
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
所
地
が
道
志
村
で
あ
っ
て
も

本
籍
地
が
道
志
村
に
な
い
方
は
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

●
戸
籍
の
届
出
が
正
確
に
速
く
処
理
さ
れ
、

届
出
か
ら
証
明
書
の
発
行
迄
の
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。

●
現
在
の
和
紙
原
本
か
ら
磁
気
原
本
に
変

わ
り
ま
す
の
で
、
帳
簿
類
が
ブ
ッ
ク
レ

ス
化
さ
れ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
強

化
さ
れ
ま
す
。

●
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
は
、
今
ま
で
の
縦

書
き
文
書
形
式
か
ら
横
書
き
の
項
目
化

さ
れ
た
、
非
常
に
見
や
す
い
も
の
に
な

り
ま
す
。

今
ま
で
の
戸
籍
は

ど
う
な
る
の
？

こ
れ
ま
で
使
用
し
た
戸
籍
は
「
改
製
原

戸
籍
」
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
へ
改
製
さ
れ

た
原
本
戸
籍
）
と
し
て
、
役
場
に
一
〇
〇

年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。

も
し
、
「
改
製
原
戸
籍
」
の
証
明
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
交
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。使

用
さ
れ
る
文
字
は
？

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
・
名
で
使

用
さ
れ
て
い
る
文
字
が
、
「
誤
字
（
書
き

間
違
え
た
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
で

正
し
い
字
形
で
な
い
も
の
）
」
の
場
合
、

戸
籍
っ
て
何
？

戸
籍
は
日
本
人
の
一
人
一
人
の
身
分

関
係

(

夫
婦
、
親
子
、
兄
弟
、
姉
妹

な
ど)

を
記
載
し
た
公
簿
で
す
。

ど
ん
な
内
容
が
載
っ
て
い
る
の
？

本
籍
・
筆
頭
者
・
父
母
の
氏
名
・
父

母
と
の
続
柄
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

出
生
な
ど
の
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

筆
頭
者
と
世
帯
主
は
同
じ
？

筆
頭
者
は
戸
籍
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ

た
人
で
す
。
現
在
の
戸
籍
法
で
は
親

・
子
・
孫
三
代
に
渡
る
戸
籍
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
祖
父
母
と
孫

が
同
じ
戸
籍
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
世
帯
主
と
は
一
つ
屋

根
の
下
で
住
み
、
生
計
を
共
に
す
る

人
た
ち
の
代
表
者
で
す
。

戸
籍
謄
本
と
戸
籍
抄
本
は
違
う
の
？

戸
籍
謄
本
と
は
、
そ
の
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
る
全
員
を
書
き
移
し
た
も

の
で
、
戸
籍
抄
本
は
そ
の
一
部
を
抜

き
、
書
き
移
し
た
も
の
で
す
。

漢
和
辞
典
な
ど
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
正
字

と
俗
字
（
法
務
省
で
定
め
ら
れ
て
い
る
文

字
）
に
改
め
ら
れ
ま
す
。
戸
籍
中
の
氏

・
名
に
誤
字
が
含
ま
れ
て
い
る
方
に
は
、

今
後
、
村
か
ら
通
知
致
し
ま
す
。

見やすい！

はやい！ 正 確！

10月11日から戸籍が変わります！！

ＱAAAA ＱＱＱ
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男 長  

父 母 

籍  
平 
成 
元 
年 
八 
月 
参 
拾 
日 
富 
士 
桃 
子 
と 
婚 
姻 
届 
出 
山 
梨 
県 
南 
都 
留 
郡 
道 
志 
村 
一 
番 
地 

道 
志 

一 
郎 

富 
子 

 
昭 
和 
参 
拾 
八 
年 
四 
月 
弐 
日 
山 
梨 
県 
南 
都 
留 
郡 
道 
志 
村 
で 
出 
生 
同 
月 
八 
日 
父 
届 
出 
入 

 
平 
成 
元 
年 
八 
月 
参 
拾 
日 
編 
製 

 籍     本  

 名       氏  

道 

志 

太 

郎 

山 
梨 
県 
南 
都 
留 
郡 
道 
志 
村 
六 
千 
百 
八 
十 
一 
番 
地 

道 
志 
一 
郎 
戸 
籍 
か 
ら 
入 
籍 

太 
 
郎 

昭 
和 
参 
拾 
八 
年 
四 
月 
弐 
日 

 
平 
成 
元 
年 
八 
月 
参 
拾 
日 
道 
志 
太 
郎 
と 
婚 
姻 
届 
出 
山 
梨 
県 
都 
留 
市 
上 
谷 
一 
丁 
目 
百 
番 
父 

 
昭 
和 
四 
拾 
年 
参 
月 
参 
日 
山 
梨 
県 
都 
留 
市 
で 
出 
生 
同 
月 
五 
日 
父 
届 
出 
入 
籍 

夫 生出 

女 長  

桃 
 
子 

昭 

和 

四 

拾 

年 

参 

月 

参 

日 

富 
士 

次 
郎 

花 
子 

妻 母  

富 
士 
次 
郎 
戸 
籍 
か 
ら 
入 
籍 

生出 

従来従来  
旧 
戸 

籍 

謄 

本 

と  

新 
戸 
籍 

謄 

本 

の 

違 

い 

（１の １） 

平成６ 年法務省 令第５１ 号附則第２ 条第１項 による改 製 

【配偶 者区分】 夫 

【配偶 者区分】 妻 

発行番 号 00000001

これは ，戸籍に 記録され ている事項 の全部を 証明した 書面である 。 

山梨県 南都留郡 道志村 長

昭和３ ８年４月 ８日 

昭和３ ８年４月 ２日 

昭和４ ０年３月 ３日 

昭和４ ０年３月 ３日 

平成元 年８月３ ０日 

桃子 

【出生 地】 山梨県 南都留郡 道志村 

全 部  事 項 証  明 

身分事 項 
昭和３ ８年４月 ２日 

【続柄 】 長 男 

【出生 日】 

【父】 道志一 郎 

【母】 道志富 子 

【配偶 者氏名】 

以下余 白 

【従前 戸籍】 山梨県 都留市上 谷一丁目 １００番　 　富士次 郎 

道志太 郎 

長女 

【従前 戸籍】 

【婚姻 日】 

【生年 月日】 

【改製 事由】 
平成１ ７年１０ 月８日 

山梨県南都留郡道志村６１８１番地 

【生年 月日】 

太郎 

本 籍  

氏 名  道志　太郎 

戸籍事 項 
戸籍改 製 【改製 日】 

戸籍に 記録され ている者 
【名】 

戸籍に 記録され ている者 
【名】 

出 生  

【配偶 者氏名】 

【届出 人】 父 

山梨県 南都留郡 道志村１ 番地　　道 志一郎 
富士桃 子 

【届出 日】 

婚 姻  

平成１ ７年１０ 月１１日 

身分事 項 

【父】 富士次 郎 

出 生  

婚 姻  

富士花 子 

【届出 人】 
【届出 日】 

平成元 年８月３ ０日 

【母】 

【出生 日】 

父 

【婚姻 日】 

昭和４ ０年３月 ５日 
山梨県 都留市 【出生 地】 

【続柄 】 

職印 

新  

戸籍証明書の新旧対照表 

変更前  変 更 後  
戸籍謄本 戸籍の全部事項証明書 
戸籍抄本 戸籍の個人事項証明書 

様式  Ｂ ４ 判横長 A4判縦長 
書式  文章体縦書き 項目別横書き 
用紙  白紙 複写防止用紙 
公印  朱肉印 黒色の公印（電子印） 

名称  

○○ ○○ 

戸
籍
の
謄
本
や
抄
本
な
ど
の
名
称
・
書
式
が
変
わ
り
ま
す

漢
数
字
も
算
用
数
字
に
な
り
ま
す
の
で
、
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

戸
籍
に
な
り
ま
す
。

●
今
ま
で
朱
色
で
押
印
さ
れ
て
い
た
職
印
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
電

子
印
（
黒
色
の
印
）
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
証
明
書
の
用

紙
に
は
、
複
写
機
に
よ
る
偽
造
を
防
止
す
る
為
の
特
殊
な
用
紙
（
地

紋
紙
）
を
使
用

●
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
名
称
が
変
わ
り
、
戸
籍
謄
本
（
全
部
の
証
明
）

は
「
全
部
事
項
証
明
書
」
に
、
戸
籍
抄
本
（
一
部
の
証
明
）
は
「
個

人
事
項
証
明
書
」
に
な
り
ま
す
。

●
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
全
部
・
一
部
事
項
証
明
書
）
の
様
式
が
左
表
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。


